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1　事業の概要

２　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)
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179,593

結核対策事業
　結核患者を早期発見し、二次感染防止等を図るため、健診（検
診）事業や医療費の負担を行う。

7.40 70,163 70,163

結核特別対策事業
　結核に関する知識の習得や地域連携を図るため、結核予防技術
講習会への参加や、服薬確認(DOTS)事業を行う。

0.10 409 409

特定感染症（エイズ・性感染症）対策事
業

　エイズの早期発見、早期治療を図るため、検査・相談事業や啓発
事業を行う。

11.50 7,010 7,010

ウィルス肝炎対策事業
　ウィルス肝炎の早期発見・早期治療を図るため、肝炎検査や患者
への医療費負担を行う。

7.00 179,593

８つの重点目標 健康寿命

合計 99.40 15,202,621 8,483,678 23,686,299

補正により取り組む

事業内容

季節性インフルエンザの流行期に発熱患者が増え、新型コロナウイルス感染症の検査需要が増すことを想定し、既存
の検査体制の拡充に加え、抗原検査キットを用いた検査も含めた体制を構築する。また、国の緊急包括支援交付金
拡充等に合わせ、新型コロナウイルス感染症患者の受入病床確保に係る費用等を拡充する。

成果指標
設定理由

①結核の早期診断、感染拡大に努め、低蔓延状態とされる罹患率10以下を維持する。
②感染症発生に備えて、感染症指定医療機関を維持し、必要な備品等の整備を促進する。
③麻しん風しんの発生を予防するために、定期予防接種率を特定感染症予防指針に定める95%以上とする。

（人） （補正前） （11月補正） （補正後）
No 令和２年度　実施内容（予定）

職員数 令和２年度
細事業名

ハンセン病対策事業
　ハンセン病に関する正しい知識の普及や療養所施設の入所者
への支援を図るため、社会交流事業や療養所訪問を行う。

0.10 216 216

 概算人件費 （Ｃ） 481,259 805,339 816,869

 概算事業費（B（A）+C） 846,033

感染症対策事業

　感染症の予防及び感染症患者発生時のまん延防止を図るため、
病原体検査の実施や感染症指定医療機関への助成を行う。
　新型コロナウイルス感染症の更なる感染拡大に備えて患者の受
入体制を確保するため、感染症患者専用の病棟等を設ける医療
機関に対し設備整備の補助等を行うとともに、医療機関における院
内感染防止のために必要な経費の補助等を行う。

53.30 14,925,040 8,483,678 23,408,718

感染症調査予防事業
　感染症発生情報の収集・解析のため、発生動向調査や流行予測
調査等を実施する。

20.00 20,190 20,190

R元年度 ２年度 ２補正後 指標及びその達成状況

23,832,156

59.4 99.40

① 結核罹患率 8.1 10以下 10以下

　その他 0 0 28,000
③ 麻しん風しんの２期（就学前)定期接種率 94.8% 95.0% 95%以上

 決　　算　　額（B）

概　算
人　件

費

 職員数（人）

0 0
② 感染症指定医療機関の数（現状維持）

11医療
機関

11医療
機関

11医療
機関

8,624,527 24,649,025

99.40

予
算
額 補正予算 900 7,308,595 23,321,563

合計（A) 364,774 7,819,188

目指す姿

　感染症が発生した際の拡大防止を図り、県民生活への影響を最小限に抑えるため、迅速な疫学調査の実施や感染症指定医療機関等との
連携強化を推進していく。
　また、感染症に対する予防啓発も引き続き実施していく。

（主な実施内容：感染症発生動向調査、新型インフルエンザ対策、結核予防対策、ウィルス肝炎対策　　など　　）
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区　分（単位：千円）

Aの
財源

　一般財源 204,205 999,582 1,327,858

　国庫支出金 160,569 6,819,606 22,476,298

　県　債 0

当初予算 363,874 364,736 364,736 目標値 成果 達成状況
No 成果指標 30年度末

元年度末
（見込）

令和２年度前年度繰越 0 145,857 145,857

部局 健康福祉部

4-3 医療・介護提供体制の充実

課・室 感染症対策課

実施期間 R2 E-mail

事業番号 05 12 01 事業改善シート （令和２年度実施事業分） □当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検

現状
(予算編成時)

　人・物の移動の迅速化、国際交流の進展などにより、ひとたび感染症が発生した場合は一気に広がる
懸念がある。　また、麻しんや風しんの国内（県内）での流行の拡大や性感染症の広がりも懸念されてい
るところである。
　なお、平成30年度に県内で届出のあった感染症（全数把握感染症）は28疾患となっている。

２年度
予算額

23,832,156 千円

職員数 99.40 人

hoken-shippei@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

総合的に展開する
重点政策

事　業　名 感染症対策事業
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